
昭
和
20
年
、
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
争
の
傷
跡

は
大
き
く
残
り
ま
し
た
が
、
船
橋
は
大
規
模
な
空
襲

も
な
く
被
害
は
軽
微
で
し
た
。
終
戦
直
後
か
ら
京
成

船
橋
駅
南
口
の
空
き
地
に
は
闇
市
が
出
は
じ
め
、
買

い
出
し
人
が
殺
到
し
、
船
橋
は
「
日
本
の
上
海
」
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。

貧
し
い
生
活
の
一
方
で
、
市
民
の
間
に
は
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
21
年
に

は
、
県
下
初
の
市
立
図
書
館
が
完
成
。
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
船
橋
隊
も
こ
の
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

昭
和
24
年
に
は
中
央
公
民
館
を
含
む
３
つ
の
公
民
館

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
は
自
主
財
源
の
確
保
を
目
指
し
、
昭
和

23
年
に
競
馬
場
お
よ
び
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
の
設
置
を

市
議
会
で
決
定
。
昭
和
25
年
に
初
め
て
開
催
し
ま
し

た
。昭

和
28
年
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
町

村
合
併
の
気
運
が
高
ま
る
中
、
二
宮
町
と
合
併
、
翌

年
に
は
豊
富
村
と
も
合
併
し
、
市
域
面
積
は
２
倍
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
船
橋
市
の
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

1 9 4 5 ～ 1 9 5 4

The war ended in 1945, yet its devastating scars remained countrywide.
Funabashi, however, did not suffer large-scale air raids and therefore sustained rela-
tively little dammage. Immediately after the war, a booming black market formed in a
vacant lot at the south exit of Keisei Funabashi Station.  The vast number of people this
attracted earned it the nickname "The Shanghai of Japan."

Although people were living in poverty, citizens began establishing cultural
and sporting activities and events. In 1946, Chiba Prefecture's first city library opened.
Funabashi's first  Boy Scout Troop was organized in 1946. In 1949, three community
centers opened, including the central one.

In 1948 the city assembly of Funabashi aimed to secure its own revenue
sources, and by 1950 the city opened horse and auto race courses.

With the 1953 establishment of the national law for the promotion and merger
of municipalities, such mergers began to gather steam. Funabashi City merged with the
town of Ninomiya in 1953, and with the village of Toyotomi in 1954.  Through these two
mergers, Funabashi effectively doubled its area, and these regions remain an integral
part of the city to this day.

Postwar Recovery and the Return to Daily Life

■宮下サービスセンターの納涼盆踊り大会　昭和26年

戦
後
の
復
興
　

市
民
の
暮
ら
し
に
活
力
が
戻
り
始
め
た
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市
の
動
き

社
会
の
動
き

昭和20年（1945年）

２
月

ヤ
ル
タ
会
談

３
月
10
日

滝
台
周
辺
が
空
襲
を
受
け
る

４
月

米
軍
、
沖
縄
本
島
に
上
陸

５
月

ド
イ
ツ
無
条
件
降
伏

５
月

市
内
第
１
次
疎
開

６
月
25
日

京
成
電
気
軌
道
㈱
が
京
成
電
鉄
㈱
に
社
名
変
更

７
月

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
発
表

８
月

広
島
、
長
崎
に
原
爆
投
下

８
月
15
日

日
本
降
伏
、
第
２
次
世
界
大
戦
終
わ
る

９
月

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
軍
需
生
産
全
面
停
止
を
指
令

９
月
11
日

緊
急
開
拓
農
地
開
発
営
団
習
志
野
事
業
部
鍬
入
れ
式
（
習
志
野

陸
軍
演
習
約
１
千
町
歩
大
規
模
開
拓
）

21
日

各
学
校
教
科
書
の
墨
ぬ
り
授
業
始
ま
る

10
月

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
人
権
五
大
改
革
を
指
令

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
治
安
維
持
法
廃
止

11
月

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
財
閥
解
体
指
示

11
月
25
日

三
笠
宮
殿
下
習
志
野
原
御
視
察

12
月

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
農
地
改
革
指
令

12
月
24
日

第
４
代
市
長
に
高
橋
恒
治
就
任

１
月

天
皇
人
間
宣
言
の
詔
書
発
布

２
月

新
・
旧
円
交
換
開
始

４
月
10
日

男
女
平
等
に
よ
る
初
選
挙
（
衆
議
院
議
員
選
挙
）

５
月

メ
ー
デ
ー
復
活

６
月
７
日

天
皇
陛
下
習
志
野
原
緊
急
開
拓
状
況
を
視
察
（
千
葉
県
御
巡
幸
）

８
月
25
日

市
営
製
塩
所
竣
工

10
月

農
地
調
整
法

10
月
９
日

船
橋
市
選
挙
管
理
委
員
会
設
置

11
月
４
日

市
立
図
書
館
開
館

12
月
22
日

農
地
調
整
法
施
行
令
に
基
づ
く
農
地
委
員
選
挙

３
月
１
日

東
武
鉄
道
野
田
線
電
化

４
月

６
・
３
制
男
女
共
学
の
新
学
制
発
足

４
月
５
日

第
５
代
（
公
選
初
代
）
市
長
に
松
本
栄
一
就
任

５
月

日
本
国
憲
法
施
行

５
月
10
日

新
制
中
学
校
開
校
（
市
立
船
橋
・
宮
本
・
海
神
・

飾
・

法
田
　
八
栄
・
三
咲
・
高
根
・
町
立
二
宮
・
村
立
豊
富
）

８
月
１
日

船
橋
市
商
工
会
議
所
発
足

９
月
１
日

警
防
団
を
消
防
団
に
改
め
る

10
月
１
日

第
６
回
国
勢
調
査
　
人
口
　
７
万
８
９
９
６
人

世
帯
数
　
１
万
７
０
４
２

11
月
１
日

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

12
月

警
察
法
公
布

12
月
27
日

新
京
成
線
　
新
津
田
沼
〜
薬
円
台
駅
間
開
通

昭和21年（1946年）昭和22年(1947年)

■旧船橋小学校第2校舎を転用した船橋市公民館　昭和25年

■船橋小学校の子どもたち　昭和21年

■都
と

疎
そ

浜
はま

海岸最初の護岸工事　昭和23年

■駅前通り交差点　昭和27年
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３
月

新
警
察
制
度
発
足

３
月
７
日

船
橋
市
警
察
署
（
自
治
体
警
察
）
発
足

４
月

ソ
連
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖

８
月

大
韓
民
国
成
立

８
月
26
日

新
京
成
線
　
薬
円
台
〜
滝
不
動
駅
間
開
通

９
月

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
成
立

10
月
８
日

新
京
成
線
　
習
志
野
、
高
根
木
戸
駅
開
業

11
月
１
日

船
橋
公
共
職
業
安
定
所
開
設

12
月
13
日

新
京
成
線
　
前
原
駅
開
業

28
日

習
志
野
原
開
拓
入
植
者
４
０
０
戸
に
電
灯
が
つ
く

１
月
４
日

船
橋
税
務
出
張
所
（
現
船
橋
県
税
事
務
所
）
開
設

８
日

新
京
成
線
　
滝
不
動
〜
鎌
ヶ
谷
大
仏
駅
間
開
通

15
日

初
の
成
人
の
日

３
月
16
日

新
京
成
線
　
二
和
向
台
駅
開
業

４
月

１
ド
ル
３
６
０
円
の
単
一
為
替
レ
ー
ト
設
定

４
月
１
日

消
防
本
部
（
現
消
防
局
）
設
置

船
橋
市
公
民
館
（
現
中
央
公
民
館
）
開
館

６
月
１
日

船
橋
電
報
電
話
局
開
局
（
加
入
電
話
数
７
９
７
）

13
日

社
会
保
険
船
橋
病
院
開
院
（
現
社
会
保
険
船
橋
中
央
病
院
）

７
月

下
山
事
件

三
鷹
事
件

７
月

飾
ガ
ス
、
船
橋
地
区
の
ガ
ス
供
給
開
始

８
月

松
川
事
件

10
月
24
日

船
橋
市
漁
業
協
同
組
合
設
立

11
月

湯
川
秀
樹
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

１
月

千
円
札
発
行

３
月
１
日

市
立
天
沼
伝
染
病
院
開
院

４
月

公
職
選
挙
法
公
布

４
月
24
日

市
内
初
の
公
立
保
育
園
（
中
央
保
育
園
）
が
開
園

６
月

朝
鮮
戦
争
勃
発

６
月
25
日

市
弘
報
創
刊
（
毎
月
１
回
発
行
）

８
月
21
日

第
１
回
県
営
船
橋
競
馬
開
催

10
月
１
日

第
７
回
国
勢
調
査
　
人
口
　
８
万
３
３
４
８
人

世
帯
数
　
１
万
７
５
５
５

29
日

第
１
回
県
営
船
橋
オ
ー
ト
レ
ー
ス
開
催

12
月
１
日

船
橋
市
教
育
委
員
会
設
置

２
月
14
日

明
治
30
年
以
来
の
大
雪
（
積
雪
40
〜
60
㎝
）

３
月
13
日

市
Ｐ
Ｔ
A
連
合
会
結
成

４
月
１
日

船
橋
保
健
所
開
設

４
月
30
日

第
６
代
市
長
に
高
木
良
雄
就
任

５
月

児
童
憲
章
制
定

７
月
７
日

船
橋
音
頭
・
船
橋
小
唄
選
定
発
表
会

13
日

第
１
回
市
営
船
橋
競
馬
開
催

20
日

農
業
委
員
会
設
置

昭和23年（1948年）昭和24年（1949年）昭和25年（1950年）

■建て替え（1回目）竣工となった国鉄船橋駅　昭和27年

■船橋市弘報（現在の広報ふなばし）
創刊号　昭和25年

■船橋大神宮で行われた農具市　昭和28年

■ハエ・カ退治に登場した新鋭機。町会の大掃除に出動して
効力を発揮した　昭和24年

昭和26年（1951年）
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９
月

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印
（
27
年
４
月
28
日
発
効
）

10
月
１
日

船
橋
市
福
祉
事
務
所
開
設

12
月
１
日

船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
設
立

２
月
10
日

船
橋
電
報
電
話
局
新
築
移
転
（
現
本
町
分
局
）

４
月

日
航
機
も
く
星
号
、
三
原
山
に
墜
落

４
月
１
日

市
制
施
行
15
周
年
記
念
式
典

国
鉄
船
橋
駅
新
築
完
成

５
月

血
の
メ
ー
デ
ー
事
件

７
月
１
日

住
民
登
録
実
施

28
日

天
然
ガ
ス
試
掘
成
功

10
月

国
鉄
船
橋
駅
前
通
り
貫
通

11
月

米
、
エ
ニ
ウ
エ
ト
ク
環
礁
で
水
爆
実
験

11
月
７
日

市
営
野
球
場
（
現
市
立
船
橋
高
校
）
完
成

２
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
本
放
送
開
始

３
月
25
日

船
橋
港
地
方
港
湾
指
定
を
受
け
る

７
月
５
日

市
内
自
動
即
時
電
話
開
通

８
月

ソ
連
、
初
の
水
爆
実
験

８
月
１
日

千
葉
郡
二
宮
町
（
面
積
１
８
・
３
５
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
１
万
４
２
９
６
人
）
を
船
橋
市
に
合
併

市
人
口
10
万
人
突
破

第
１
回
船
橋
市
納
涼
花
火
大
会
開
催

�
復
光
会
総
武
病
院
開
院

市
内
循
環
バ
ス
開
通

９
月
１
日

市
営
公
益
質
屋
再
開

11
月
１
日

新
京
成
線
　
前
原
〜
京
成
津
田
沼
駅
間
開
通
　
新
津
田
沼
駅
移
設

１
月

50
銭
以
下
の
小
銭
廃
止

３
月

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
　
第
五
福
竜
丸
被
爆

３
月
23
日

船
橋
港
起
工
式

４
月
１
日

千
葉
郡
豊
富
村
（
面
積
２
２
・
９
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
４
１
２
８
人
）
を
船
橋
市
に
合
併

国
民
健
康
保
険
事
業
一
部
地
区
で
実
施

７
月

防
衛
庁
、
自
衛
隊
発
足

９
月

青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
遭
難

９
月
１
日

母
子
寮
完
成

10
月
25
日

全
船
橋
地
区
労
働
組
合
協
議
会
結
成

昭和27年（1952年）昭和28年（1953年）昭和29年（1954年）

平
野
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
（
４
歳
の

時
）
に
疎
開
先
で
あ
っ
た
房
州
か
ら
、

山
野
町
（
現
西
船
２
）
の
父
親
の
実
家

へ
。
そ
の
後
、
父
親
の
起
業
に
と
も
な

い
、
西
海
神
（
現
海
神
６
）
へ
移
り
、

43
年
ま
で
住
ん
で
い
ま
し
た
。

「
当
時
、
通
っ
て
い
た

飾
小
学
校

は
、
現
在
の
国
道
14
号
と
Ｊ
Ｒ
西
船
橋

駅
の
間
に
あ
り
ま
し
た
。
児
童
数
が
多

く
教
室
が
足
り
な
か
っ
た
ん
で
す
。
校

庭
の
大
き
な
木
の
下
に
机
を
並
べ
た
青

空
教
室
や
、
午
前
と
午
後
に
分
け
た
２

部
制
の
授
業
、
八
坂
神
社
の
社
務
所
を

借
り
た
出
張
授
業
な
ど
を
思
い
出
し
ま

す
。
運
動
会
で
は
、
印
内
、
山
野
、
海

神
、
二
子
な
ど
の
地
区
別
対
抗
リ
レ
ー

で
、
会
場
中
が
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
ま
す
ね
」

結
婚
後
に
市
外
へ
引
っ
越
さ
れ
た
平

野
さ
ん
で
す
が
、
２
人
の
息
子
さ
ん
の

独
立
を
期
に
、
平
成
２
年
に
再
び
船
橋

へ
…
。「
そ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
主
人
が

東
京
ま
で
通
勤
し
て
い
た
も
の
で
す
か

ら
、
交
通
の
便
が
良
い
船
橋
に
住
む
こ

と
に
し
た
ん
で
す
。
街
並
み
は
ず
い
ぶ

ん
と
変
わ
り
ま
し
た
ね
」
と
平
野
さ
ん
。

し
か
し
、
子
ど
も
時
代
に
築
い
た
友

情
は
今
で
も
変
わ
る
こ
と
な
く
続
き
、

船
橋
に
住
む
多
く
の
友
だ
ち
と
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

平野啓子さん（夏見台1）

心に残る青空教室や運動会

■湊町の船だまり　昭和29年

■船橋オートレース　昭和28年頃

昭和28年の運動会。リレーの第一走者がスタート
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